
理 由 書 

 
 本市においては，2013（平成 25）年度に第６次総合計画を策定し，人口減少社会，超高

齢社会の到来，深刻さを増す地球環境問題など時代が大きく変化する中で，集積型の持続

可能な都市構造に転換すべく，新たな都市空間整備の方向として，「魅力・活力集積型 ス

マート・エコシティ」を目指している。県都・水戸として水戸都市圏の発展をリードし，

スマートな都市構造を実現するため，都市核である中心市街地においては，歴史的資源や

文化的資源を生かしながら，商業，業務，行政，教育，医療，居住機能など，様々な都市

中枢機能の連携強化と一層の集積を図ることとしており，これまで泉町１丁目南地区や大

工町１丁目地区において市街地再開発事業による交流拠点の形成に取り組んできた。 

 このような中，水戸駅前三の丸地区においては，市街地再開発事業により様々な都市機

能を集積させる方針を定め，水戸の玄関口にふさわしい交流・まちなか居住拠点，水戸な

らではの歴史的資源への誘客起点の創出を目指しているところである。 

 また，当該地区では，平成 26 年には地権者や市による勉強会を随時開催，平成 27 年に

は市街地再開発準備組合を設立しており，当該組合と本市が連携しながら，市街地再開発

事業の実現に取り組んでいるところである。 

 これらのことから，県都・水戸の顔にふさわしい新たなまちの交流拠点の形成と，水戸

ならではの魅力向上に向け，当該地区における第一種市街地再開発事業の都市計画決定を

行うものである。 




































